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１．生産指数は 2 ヵ月ぶりの低下 

鉱工業生産 07 年 11 月～2 ヵ月ぶりの低下だが、堅調維持 
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経済産業省が 12 月 28 日に公表した鉱工業指数によると、11 月の鉱工業生産指数は前月

比▲1.6％と2ヵ月ぶりの低下となり、

ほぼ事前の市場予想（ロイター集

計：前月比▲1.7％、当社予想は▲

2.0％）通りの結果となった。出荷指

数は、前月比▲1.7％と 2ヵ月ぶりの

低下、在庫指数は前月比 1.6％と 4ヵ

月連続の上昇となった。 
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（注）生産の07年11月、12月は製造工業生産予測指数で延長

鉱工業生産・出荷・在庫・在庫率の推移

（資料）経済産業省「鉱工業指数」
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11 月の生産を業種別に見ると、一

般機械が前月比▲5.6％と大幅な低

下となったほか、電子部品・デバイ

スが同▲2.0％、輸送機械が同▲1.0

種が前月比で低下（5業種が上昇）

となった。 

ただし、一般機械などの減少幅

％となるなど、速報段階で公表される 16 業種中、11 業

は
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（注）その他電気機械は電気機械、情報通信機械を合成。0704は07年10,11月平均の7-9月期比

（前期比）

（資料）経済産業省「鉱工業指数」 （年・四半期）

、前月の上昇幅に比べれば小さな

ものにとどまっており、いずれも反

動減の範囲内と判断される。 

一方、建築基準法改正に伴う建

着工の落ち込みの影響から、窯

業・土石（建設財のウェイト：60％）

は前月比▲1.6％と 5 ヵ月連続の低

下となった。 
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２．10-12 月期の生産は前期比 2％近い伸びとなる見込み 

電子部品・デバイスの在庫指数は前月比▲1.2％と 4 ヵ月連続で低下したが、前年比では

9.0％と積み上がり幅が若干拡大した（10

りの低下、前年比では 14.5％の上昇（10

月：同 19.1％）となり、出荷・在庫バラ

ンス（出荷・前年比－在庫・前年比）は

5.4％（10 月：同 11.2％）となった。前

月に続きプラスは維持しており、在庫調

整圧力は低下しているが、この分野は供

給能力の増強ペースが速く、世界的な需

給動向に左右される面が強いため、今後

の動向には注意が必要だろう。 

建築基準法改正に伴う建築着工の落

月：同 7.9％）。出荷は前月比▲2.0％と 6ヵ月ぶ

ち込みから低迷が続いている建設財は、生産、出荷

と

い
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（資料）経済産業省「鉱工業指数」
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（年・月）

もに 2 ヵ月ぶりの低下となった（それ

ぞれ前月比▲1.1％、同▲0.7％）。在庫は

前月比▲0.4％と 8 ヵ月ぶりの低下とな

ったが、在庫率は前月比 2.7％と 2 ヵ月

ぶりの上昇となった。 

建設財の在庫調整圧力は依然として強

いものの、7 月以降、大きく落ち込んで
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(資料）経済産業省「鉱工業指数」
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た建築着工が 10 月から持ち直しの動

きを見せていることは明るい材料と言え

る。 

 

製造工業生産予測指数は、12 月が前月比 4.0％、08 年 1 月が同 0.0％と強めの数字とな

った。日銀短観 12 月調査では、大企業・製造業の景況感が悪化したため、生産計画の抑制

につながることも懸念されていたが、現時点ではその兆候は見られない。 

11 月の生産指数を 12 月の予測指数で先延ばしすると、10-12 月期の生産指数は前期比

2.2％の上昇となる。最近の鉱工業生産の実績値は予測指数の伸びを下回る傾向があるため、

この数字は割り引いて見る必要はあるものの、7-9 月期の前期比 2.2％に続き、10-12 月期

も前期比 2％近い伸びとなる可能性が高まった。景気の先行き不透明感は高まっているが、

好調な輸出を背景として鉱工業生産は堅調を維持していると判断される。 
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